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バイオガス中のＣＯ２分離・回収と微細藻類培養への利⽤技術実証研究
実施者名 ：(株)東芝・(株)ユーグレナ・⽇環特殊(株)・(株)⽇⽔コン・⽇本下⽔道事業団・佐賀市 共同研究体
実証フィールド：佐賀市下⽔浄化センター
実証期間 ：平成２７年度〜

バイオガスから⾼濃度CO2
を分離・回収

回収したCO2と脱⽔分離液を
⽤いて微細藻類を培養

CO2の有効活⽤
返流⽔負荷の低減

CO2（99%以上）

本
実
証
事
業
範
囲

下⽔汚泥の肥料化
（農業利⽤）

汚 泥下 ⽔

脱⽔
分離液
N・P

脱⽔
設備

地域社会 下⽔処理施設 消化槽

CO2分離・回収設備
（CCU）

藻類培養による
有⽤藻類の⽣産

回収CO2有効利活⽤設備

バイオ
ガス

汚泥可溶化
設備

汚泥可溶化による
バイオガス量の安定・増収

実証設備概要

実証フロー図

①ＣＯ２分離・回収性能
②微細藻類（ユーグレナ）の⽣産性能
③脱⽔分離液中の窒素・リンの除去性能
④汚泥可溶化性能

実証内容

濃縮汚泥の可溶化処理を⾏い、発⽣したバイオガスからＣＯ２を分離・回収する。
回収したＣＯ２と脱⽔分離液を⽤いて微細藻類の培養を実施し、以下の検証を⾏う

微細藻類ユーグレナ(和名：ミドリムシ)は
飼料・肥料等新たな⾼付加価値資源

としての利⽤が可能

参考資料


